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区  間

第 1区

第 2区

第 3区

第 4区

第 5区

第 6区

第 7区

第 8区

第 9区

第 10区

第 11区

選  手    距  離

1 大山敦史 2曹 '  6 19km

l 後藤 3曹  1  4 64km
i  

山岸 3曹  1  4 54km
l  ノjヽ池 2曹  1  2 84km

l 大山賞之2曹 1  4 24km

清水 2曹  1  4 92km

i 大山賞之 2曹 .  3 66km
l  小池 2曹  1  2 59km

l  山岸 3曹  1  4 44km

i 後啓 3曹  1  4,4 km
l 大山敦史 2曹 ,  5 49km
総合記録 4:27:24  順 位

記  録

1   24:27

23:18

1 23112
30:32

52:36

1  50136
.    9:11

1   8:49
13125

1 13:25
1 17:37
16位

る
曹

す

３
一

ノ札″鶴一
令
和
五
年
八
月
六
日

（
Ｈ
）
、
標
高

差
三

一
九
九
メ
ー
ト
ル
、
気
温
差
二
十
度

以
上
の
コ
ー
ス
を
六
名
の
選
手
が
欅
を
つ

な
ぐ
世
界

一
過
酷
な
駅
伝
大
会
と
し
て
知

ら
れ
る
秩
父
宮
記
念
第
４８
回
富
士
登
山
駅

伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
駒
門
駐
屯

地
所
属
の
機
甲
教
導
連
隊
か
ら
、
大
山
賞

之
一
．曹
、
清
水
二
曹

（本
部
管
理
中
隊
）
、

後
藤
三
曹

（第

一
中
隊
）
、
大
山
敦
史
■

曹
、
山
岸
．■
曹

（第
四
中
隊
）
、
小
池
一
．

曹

（戦
間
中
隊
）
の
六
名
が
参
加
し
、
そ

の
健
脚
を
も
っ
て
各
区
間
を
力
走
し
た
。

機
甲
教
導
連
隊
チ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
の
部
　
卜
八
チ
ー
ム
中
第
卜
六
位

の
成
績
を
収
め
た
¨
全
力
を
出
し
切
っ
た

六
名
の
選
手
は
′――
い
の
健
間
を
謹
え
合
い

翌
年
の
更
な
る
躍
進
を
胸
に
誓
い
、
第

，１８

国
大
会
の
外
を
開
じ
た
¨

癖

増

郎

池

太
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令
和
五
年
六
月
二
日

（Ｌ
）
、
四
＝

（日
）
、
降
Ｌ
白

衛
隊
広
報
セ
ン
タ
ー

（朝
縫
）
に
お
い
て
、

７４
式
戦
中

体
験
搭
采
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た

蒻

騨

鼎

器

禦

の
迪
力
あ
る
装
軌
音
、
振
動
、

，、
Ｌ
Ｉ
ド
感
に
体
験
搭
一

乗
者
は
欲
声
を
Ｌ
げ
た
。

一ド
イ
ツ
陸
軍
総
監
実
射
視
察

一

、

招
徹
」
ｍ
ｍ
柑
”
は
日

３

総
監
ア
ル
フ
ォ
ン
ズ

。

，　
マ
イ
ス
中
将
の
富
士
学

・
校
来
校
に
伴
い
、
機
甲

教
導
連
隊
は
、
令
和
五

年

Ｌ

月

１

卜

四

日

（
月
）
、
東
富
Ｌ
演
習

場
の
畑
岡
射
場
に
お
い

て
、

９０
式
戦

‐１１
、

１０
式

戦
車
及
び
１６
式
機
動
戦

開
車
に
よ
る
動
的
展
示
、

射
撃
展

小
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
マ
イ
ス
総
監

等
に
参
加

‐―‐
両
に
乗
卓

し
て
い
た
だ
き
、
畑
岡

を
快
走
し
た
っ

当
日
は
砂
津
の
影
響

は
あ

つ
た
が
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、

機
甲
部
隊
の
成
容
を
大

い
に

小
す
こ
と
が
で
き
、

日
独
の
信
頼
関
係
構
築

に
寄
与
す
る
こ
と
が
で

き
た
¨

最
先
任
上
級
曹
長
交
代

機

甲

教

導

連

隊

・

・
　

　

幾を

壕

偽

機
甲
教
導
連
隊
は
、
令

和

五
年

七

月

二
十
七

日

（
本
）
、
駒
門
駐
屯
地
体

台
館
に
お
い
て
、
最
先
任

ｌｉ
級
曹
長
交
代
式
を
実
施

し
た
．

機
甲
教
導
連
隊
立
ち
Ｌ

が
り
当
初
か
ら
尽
力
し
て

き
た
福
田
准
尉
は
、
富
士

教
導
団
最
先
任
Ｌ
級
曹
長

へ
栄
転
し
た
。

令
和
五
年
八
月

一
日
付

で
第
二
代
最
先
任
１１
級
曹

長
に
ｔ
番
し
た
飯
田
准
尉

は
、

「
基
本
基
礎

の
徹
底

を
図
り

つ
つ
、
常
に
問
題

意
識
を
も

っ
て
指
導
に
あ

た
る
」
を
掲
げ
て
お
り
、

今
後

の
よ
り
良

い
機
甲
教

導
連
隊

へ
の
道
標
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
．

L轟

○
国
際
活
動
教
育
隊

タ
イ
王
国
高
官
対
応

令
和
五
年
六
月
　
卜

．
＝

（水
）、
国
際
活
動
教
育
隊

は
タ
イ
に
国
眸
軍
の
来
訪

・
研
修
を
受
け
た
。

隆
Ｌ
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
等
の
国
際
平
和
協
力
活
動
、

１１１１
際
活
動
教
育
隊
の
活
動
に
関
す
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ

や
訓
練
場
の
研
修
を
通
し
て
、
自
衛
隊
の
国
際
貞
献
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を
通
し
て

ロ
タ
イ
ーーー‐
の
迎
批
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

研
修

・
意
見
交
換
は
終
始
和
や
か
な
雰
＝
気
で
行
わ

れ
、
有
意
義
な
来
訪

・
研
修
対
応
と
な
っ
た
，
へ
／
後
の

タ
イ
年
と
の
関
係
性
の
発
展
に
期
待
し
た
い
．
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⑮
第

一
高
射
特
科
大
隊

令
和
三
年
度
北
海
道
訓
練
セ
ン
タ
ー
訓
練

第

一
高
射
特
科
大
隊
は
、
令
和

７‐
年
二
月
二
十
七
日

（Ｉ
）
か
ら

六
月
Ｆ
五
日

（木
）
ま
で
の
間
、

令
和
五
年
度
北
海
道
訓
練
セ
ン

タ
ー
訓
練
第

一
次
運
営
に
参
加
し

た
し
矢
臼
別
演
習
場
に
て
、
諸
職

種
脇
同
に
必
要
な
練
度
を
向
上
さ

せ
る
と
と
も
に
、
本
訓
練
の
場
に

お
い
て
、
第

一
次
師
団
訓
練
検
関

に
参
加
し
、
部
隊

の
野
外
行
動
能

力
を
向
上
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
指

揮
情
報
中
隊
射
撃
小
隊
は
、
精
度

の
高

い

―１１１
接
照
準
火
力
を
発
揮
し

て
、
第

一
師
‐―，１
の
任
務
完
遂
に
人

き
く
貢
献
し
た
と
し
て
、
第

一
師

団
長
よ
り
、
第
二
級
賞
状
を
授
与

さ
れ
た
し

令

和

五

年

七

月

　

，

六

＝

（
水
）
業
務
隊

は
、

「‐キ

ッ
ズ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

・
運
営
訓

練
」
を
実
施
し
て
緊
急
登
庁
時
に

お
け
る
子
供
の
預
か
り
か
ら
保
台
、

引
き
渡
し
ま
で
の

一
連

の
行
動
を

演
練
し
、
有
事
に
お
け
る
後
方
支

援
基
盤
の
強
化
を
図

っ
た
。

新
隊
員
後
期
教
育
開
始
式

第

一
高
射
特
科
大
隊
は
、
令
和

五
年
七
月
Ｉ
目

（月
）
、
駒
門
駐
屯

地
に
お
い
て
、
新
隊
員
後
期
教
育

開
始
式
を
実
施
し
、
後
期
教
育
人

隊
者
二
十
三
名

（第
十
　
高
射
特

科
隊
配
置
隊
員
五
名
を
含
む
）
の

駒
門
駐
屯
地
へ
の
着
隊
を
欲
迎
す

る
と
と
も
に
、
教
育
開
始
に
当

一
た
っ
て
、
高
射
特
科
隊
員
と
し
て

一
の
使
命
と
教
育
担
任
官
企
図
の
徹

一
底
を
図
り
、
被
教
育
者
の
上
気
を

一
高
揚
さ
せ
た
．

・　

ま
た
、
銃
授
与
式
を
実
施
し
、

一
自
衛
官
と
い
う
職
責
を
自
党
さ
せ

る
と
と
も
に
、
国
防
に
対
す
る
責

任
感
を
油
養
し
た
．

０

駒

門

駐

屯

地

業

務

隊

贔
富
士
燃
料
出
張
所
　
鬱
富
士
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー

キ
ツ
ズ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
設

・
運
営
訓
練

関
東
補
給
処
創
立
記
念
行
事

静
岡
県
自
衛
隊
含
同
企
業
説
明
会

ιll・C き li忍「せに |.l

ム
高

射

直

接

支

援

隊

令
和
五
年
度
第

一
回
炊
事
訓
練

高
射
直
接
支
援
隊
は
令
和
′‐１
年

七
月
一
．十
六
＝

（水
）
、
駒
門
＝
中

地
に
お

い
て
、
令
和
″
年
度
枕

回
炊
事
訓
練
を
実
施
し
た
　
炎
だ

下
の
中
、
流
れ
る
汗
に
注
■
を
払

い
な
が
ら
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
及
び

（

ス
タ
サ
ラ
ダ
を
調
理
し
た
「　

‐
――――
紳

機

激
、

・
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A

Ｌ畿
．
輪

令
和
Ｉ
年
度
Ｌ

の
り
‐
ｔ
民
交
通

安
全
運
動

に
伴

い
、
令
和

五
年

七

月
卜

八

＝

（
火
）
、

正

門
前

及
び
駐
屯
地
内

に
お

い
て
駒
門

駐
屯
地
業
務
隊
と
連
携

し
、
中

両
等
に
よ
る
通
勤
者
を
対
象

と

し
た
呼
気
検
杏
等
を
実
施

し
て

飲
酒
運
転

の
悪
質
性

と
危
険
性

に

つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と

も

に
、
交
通
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー

を
遵
守
し
、
飲
酒
運
転
を
絶
対

に
許
さ
な

い
、
ｒ
供

と

‐ｌｌ
ｉ
齢
者

と

の
交
通
■
故
防

―――
へ
の
意
識

向
Ｌ
を
図
る

こ
と
が

で
き
た

L
ri志

白
街
隊
静

岡
地
方
協
力
本
部

は
、

今

和

万
年

Ｌ

月
　
十

六

＝

（
水

）
、

グ
ラ

ン
シ

ツ
プ
静

同
に
お

い
て
令
和

五
年
度
静
岡
県
自
衛
隊
合
同
企
業
説

明
会
を
担
任
、
県
内
就
職
希
摯
隊

晏

十

五
名
が
参
加
、
企
業

に

つ
い
て

は

一
人

で
も
多
く

の
隊
員
獲
得

の
た

め
九
卜

四
社
が
参
加

し
た
．

隊
員
た
ち
は
、
来
春

の
就
職
先
を

求
め
、
高

い
意
識
を
も

っ
て
真
剣

に

面
談
に
挑
ん
だ
。
参
加
隊
員
か
ら
は
、

一企
米
側

の
説

明
を
受
け
具
体
的
な

事
業
内
容

が
イ
メ
ー
ジ

で
き
、
今
後

の
方

向
性

を
確
認
す

る

こ
と
が

で
き

た

。
」
と

の
意

見

が
多

く
寄

せ

ら
れ

た
．

Tw,licr靴 1■人寓毅 1

大隊長に申告する新隊員

譲
″
“

轟
駒
門
自
動
車
教
習
所

指
導
員
・
学
生
所
属
部
隊
長
等
激
励

駒
門
自
動

―――
教
習
所
と
し
て

令
和
　
年
度
か
ら
実
施

し
て
い

る

一
教
習
指
導
畳
及
び
教
習
学

生

の
差
出
し
部
隊
長

・
先
任
ト

級
性
長
等
汲
励
■
業

‐
を
令
和

五
年
度
も
継
続
し

て
行

っ
て
い

る
．
本
事
業

の
趣
旨
は
、
教
＝

指
導
員
の
勤
務
実
態
を
把
μ
し

て
評
価

の
資

に
す

る
も

の
及
び

教
育
学
生

の
卜
気
高
場
を
図
る

も

の
で
あ
る

．
本
年
度
は
、
岬

在
ま

で
に
延

へ

八
個
部
隊
、
ト

五
名

の
来
所
者
が
あ
り
、
激
哺

を
実
施

し
て
い
た
だ

い
た
　
０

後
も
、　

‘ＪＩ
き
続
き
本
一事
業
を
行

い
、
各
部
隊
等

に
浸
透
さ
せ

て

い
き
た

い
，

０
警
務
隊
駒
門
連
絡
班

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

暴靱輻
∩
上

転
入
指
揮
官
紹
介

一　
・）。
同
回
回
闘
∪

第

一
高
射
特
科
大
隊
長

白
・

陸
上
幕
僚
監
部
（市
ヶ
谷
）
か
ら

第
二
〇
五
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
中
隊

駒
門
派
遣
隊
長

自
衛
隊
サ
イ
バ
ー
防
衛
隊
（市
ヶ
谷
）か
ら

転
出
指
揮
官
紹
介

第

一
高
射
特
科
大
隊
長

佐
　
矢
部
　
国
会

転
出
先

¨
東
部
方
面
総
監
部
（朝
霞
）

第
二
〇
五
基
地
シ
ス
テ
ム

通
信
中
隊
駒
門
派
遣
隊
長

―
尉
　
人
原
　
和
樹

転
出
先

一

第
三

一
六
基
地
通
信
中
隊
（練
馬
）

◇
国
連
三
角

．バ
ー
ト
ナ
ー
シ
ツ
プ

ブ

ロ
グ
ラ
ム

令
和
五
年
七
月
十
四
日

帰
国

一
　

・
　

　

　

´
一

．

一
一

一

昨
年

に
も
増

し

て
如

た

る

よ
う
な
暑

さ
が
続

い
た
夏
、

各

駐
屯
部

隊

は
暑
さ

に
負
け

ず

訓
練
等

に
励

ん
で
参

り
ま

し
た
．

随
分
過

ご
し
や
す

い
気

候

と
な
り
ま

し
た
が
、
広

報
駒

円
を
ご
覧

の
皆
様
、　

‐リー

き
続

き
お
体

に
気

を
付
け

て
お

過

ご
し
下
さ

い
っ
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